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慶
慮
義
塾
大
文
閥
単
曾
規
約

竺
章
総
ー
則

第
一
係
十
命
日
は
「
度
陣
中
大
血
中
高
司
文
事
曾
』
と
砕
す
る
。

第
二
保
子
命
日
は
文
阜
、
一
、
葱
術
の
桝
究
を
は
民
と
す
る
。
創
刊
披
を
美
術
型
特
集
と
し
た
こ
と
は
偶
%
に
の

第
一
一
一
一
保
←
合
の
事
務
所
一
京
都
港
阪
芝
三
川
二
ノ
二
段
際
説
執
一
大
構
文
車
部
文
単
科
研
究
宗
方
耐
の
駅
前
が
集
ま
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る

l
前
に

白
川
く
。
戦
時
中
「
一
一
．
旧
文
型
」
の
特
集
と

L

て
こ
の
析
の
ι

第
四
係
十
舎
は
第
二
一
際
め
ら
れ
た
目
的
や
注
成
ナ
る
た
め
に
左
の
事
業
会
行
う
。
の
が
二
同
に
瓦
り
出
版
さ
れ
て
、
幸
に
識
者
の
仙
沼

一
、
合
子
術
研
究
を
助
”
る
事
業
。
そ
仰
ぐ
こ
と
が
で
お
じ
た
が
、
今
度
の
も
の

A
そ
の
幡

二
、
台
半
術
研
究
を
強
い
る
事
業
。
続
で
あ
る
。
た
だ
本
必
の
性
質
上
倒
め
て
地
味
目
、

A
阿
誌
、
『
義
文
同
一
の
強
行
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
囚
わ
れ
ず
、
合
員
法
の

H

頃
グ

B

附
柄
究
設
表
舎
催
。
研
鈴
台
設
夫
し
た
に
過
ぎ
な
い

0

由
美
術
単
」
と
い

一
一
一
、
そ
民
芸
日
の
目
的
‘
成
す
る
に
必
要
た
事
業
。
う
名
加
は
や
や
呉
誌
に
感
ぜ
ら
れ
よ
う
が
、
美
術
と

泊
二
平
曾
員
い
え
ば
作
家
、
美
術
史
と
い
え
ば
そ
の
史
家
の
仕
事

第
五
康
本
軍
舎
は
鹿
臆
幸
吉
大
槙
義
文
闘
係
の
孜
授
、
助
投
授
、
時
師
、
山
手
、
訓
子
、
及
ぴ
人
民
あ
り
、
そ
の
ほ
か
に
美
術
に
つ
い
て
何
か
も
っ
と

舎
を
希
望
す
る
卒
業
者
、
並
ぴ
に
合
比
二
名
以
上
の
推
慌
に
上
り
委
此
合
の

k
a
f
I
F

こ
ネ
定
の
明
間
的
知
械
が
あ
い
り
作
る
と
考
え
ら
れ
る
か

者
を
以
て
合
員
と
す
る
。
－

7
3

呑
引
い
f

ら
で
あ
る
D

わ
が
附
で
は
返
蒔
な
が
ら
美
術
史
庁
弦

第
六
保
曾
比
は
そ
の
肝
究
や
一
機
闘
誌
「
遺
文
研
究
」
及
ぴ
木
台
思
術
琵
い
い
火
命
日
で
設
表
す
る
こ
と
が
諭
が
椛
ん
に
悶
わ
：
小
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
美
術
刊

出
来
る
o
f

－

n
川
は
－
一
陀
史
的
事
民
丈
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
た
い
で

第
七
僚
舎
費
は
別
こ
占
め
る
と
こ
ろ
に
定
う

D

あ
う
っ
。
本
照
合
は
丈
阜
、
一
一
パ
話
の
方
町
に
お
い
て

r
J
i
－
－L
t

役
員
，
一
も
っ
と
保
山
の
町
内
ド
的
淀
川
川
が
院
ま
れ
て
お
り
、
次
脱

第
八
僚
木
朝
食
吋
左
一
町
役
員
や
置
く
。
川
山
山
伎
に
お
側
ふ
い
寸
｝
そ
の
恐
い
い
ま
計
書
さ
れ
て
い
る
か

二
委
員
長
一
名

C

ゾ
1

・7
H
tけ
御
問
符
今
一
侠
つ
’
次
第
で
あ
る
。

二
、
委
員
若
干
名

第
九
僚
漆
員
は
合
泊
の
選
単
に
よ
っ
て
陸
臆
義
執
一
大
限
惑
丈
闘
係
の
布
職
者
中
か
ら
選
ば
れ
る
。
一
間
利
什
六
作
十
一
一
月
二
十
日

第
十
僚
委
員
長
は
委
員
の
互
選
に
よ
っ
で
選
ば
れ
る
。

第
十
一
峰
山
務
員
長
は
務
員
中
か
ら
合
計
、
制
集
そ
の
他
の
専
門
委
此
ぞ
指
名
す
る
こ
と
が
あ
る
。
委
一
昭
和
廿
六
年
十
二
月
二
十
五
日

員
は
委
員
長
、
伊
一
補
佐
し
て
合
務
脅
執
る
。
一

各
役
員
の
任
期
は
一
ヶ
年
と
す
る
口
但
L

責
任
を
妨
げ
な
い
。
一

第
四
章
曾
議
。
一

木
阜
曾
は
線
曾
と
委
員
曾
と
を
聞
く
一

飽
曾
は
委
員
長
が
こ
れ
を
招
集
し
、
合
員
過
牛
数
の
出
席
に
上
つ
で
成
立
す
る
。
議
事
の
一

決
定
は
多
数
決
に
よ
る
。
一

組
曾
は
毎
年
一
同
開
催
し
、
役
員
の
改
選
、
曾
務
報
告
等
を
行
う
。
一

委
員
曾
は
随
時
こ
れ
を
聞
く
。
一

第
五
章
経
理
一

本
製
舎
の
曾
計
年
度
は
四
月
一
日
に
始
り
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終
る
。
一

本
風
一
曾
の
経
常
費
は
財
圏
法
人
慶
謄
義
塾
そ
の
他
よ
り
の
補
助
金
並
ぴ
に
曾
費
寄
附
金
及
一

ぴ
そ
の
他
の
牧
入
て
こ
れ
に
嘗
て
る
。
’
司

第
十
二
僚

第
十
三
燦

第
十
四
燦

第
十
五
燦

第
十
六
燦

第第
十十
八七
傍僚

編

車専

後

記噌E
E
J
d
H
H
H
1
4

白
川
阿
川
叩

護
行

定
償
武
百
凶

東
京
都
港
民
芝
三
回
二
丁
目

一
」
川
注M
d・
－
保
同

附
捌
』
リ
均
一
吋
協
同
制
三
郎

！
一
：

l

！
！
・

j

J
U

宝
1

二
寸

東
京
都
新
宿
慣
例
榊
祭
友
一
／
二

印
刷
所
研
究
社
印
刷
株
式
合
枇

護
行
所
慶
際
義
塾
義
文
庫
一
合
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>


